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郵便振替　口座名：ごみ・環境ビジョン 21　

　　　　　口座番号：00130-1-603521

年会費＝　個人会員 3,000 円　団体会員 6,000 円

　　　　　賛助会員 10,000 円（一口）　　

◆ごみっと・ＳＵＮのお受け取り方法は 
　①ヤマト運輸の DM 便 
　②メール添付でのＰＤＦ配信  の二つがあります。
　　　　　②をご希望の方はメールにてお申し込みください。

◆振替用紙にはご住所・お名前・お電話番号 (FAX ) をご記入
ください。また、住所変更があった場合はお知らせください。
DM 便は移転先へ転送されませんので戻ってきてしまいます。

◆記事を転載する場合はご連絡ください。
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春
先
に
妹
が
「
５
月
中
旬
に
広
島
へ
行
き
た
い
」

と
言
い
出
し
、
一
度
も
広
島
を
訪
れ
て
い
な
い
こ

と
が
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
私
は
、
ご
み
っ
と

制
作
期
間
の
ど
真
ん
中
に
４
日
間
の
広
島
旅
行
を

計
画
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
早
め
に
入

稿
し
て
く
れ
た
原
稿
を
７
割
が
た
レ
イ
ア
ウ
ト
で

き
た
の
で
、
少
し
安
心
し
て
17
日
に
広
島
へ
向
か

い
ま
し
た
。
４
日
間
の
う
ち
３
日
間
は
、
錦
帯
橋
、

宮
島
、
と
び
し
ま
海
道
な
ど
毎
日
１
万
歩
以
上
歩

い
て
の
観
光
で
、
２
日
目
、
満
を
持
し
て
早
朝
か

ら
広
島
平
和
記
念
公
園
へ
向
か
い
ま
し
た
。　

　

原
爆
ド
ー
ム
前
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
し

な
が
ら
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
締
結
を
求
め

る
署
名
」
を
集
め
て
い
る
方
か
ら
、
街
に
散
ら
ば

る
原
爆
遺
構
を
教
え
て
も
ら
い
、
被
爆
し
た
お
地

蔵
さ
ん
や
爆
心
地
直
下
で
も
倒
壊
し
な
か
っ
た
日

銀
な
ど
を
回
っ
た
後
、
一
番
の
目
的
地
、
こ
の
10

連
休
の
直
前
に
リ
ニ
ュ
―
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
広

島
平
和
記
念
資
料
館
へ
。
以
前
は
東
館
と
本
館
両

方
を
１
日
で
見
る
の
は
き
つ
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
館
内
は
東
館
と
本
館
を

い
っ
き
に
回
ら
せ
る
工
夫
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

本
館
は
被
爆
者
の
遺
品
や
写
真
が
中
心
。
解
説

パ
ネ
ル
は
書
き
方
も
量
も
と
て
も
読
み
や
す
い
。
た

だ
、
学
生
や
こ
ど
も
の
遺
品
に
対
峙
す
る
と
、
悔

し
さ
や
悲
し
み
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
き
く
消
耗

し
、
途
中
で
ベ
ン
チ
に
へ
た
り
込
み
ま
し
た
。

　

土
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
館
内
は
ぎ
っ
し

り
の
人
。
で
も
誰
も
が
無
言
で
パ
ネ
ル
を
熱
心
に

読
み
、
不
思
議
な
静
寂
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
外

国
人
が
半
分
以
上
で
、
若
い
白
人
男
性
が
目
立
ち

ま
す
。
福
島
菊
次
郎
さ
ん
が
10
年
に
渡
っ
て
写
真

を
撮
り
続
け
た
「
Ｎ
家
の
崩
壊
」
は
圧
巻
で
し
た
。

父
親
が
原
爆
ぶ
ら
ぶ
ら
病
に
侵
さ
れ
貧
困
の
中
で

苦
し
ん
だ
Ｎ
家
。
以
前
は
な
か
っ
た
展
示
だ
そ
う
。

展
示
全
体
に
被
曝
後
長
く
苦
し
み
が
続
く
放
射
線

障
害
に
重
き
を
置
い
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

遺
品
や
写
真
が
突
き
つ
け
て
く
る
戦
争
の
「
挙

句
の
果
て
」。
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
で
き
な
い

想
像
力
欠
如
の
政
府
の
面
々
に
見
に
来
て
ほ
し
い
。

つ
ぶ
や
記　

＊
い
の
＊
の

ごみかんよりお知らせ

食品ロスに海ごみ、マイクロプラスチック…

この数年メディアが多く取り上げるようになり、「ごみ」が急にクローズアップ

されて関心が高まりました。どれも今に始まった問題ではないのですが、報道の

力はすごいですね。

そしていま、国も具体的な動きを見せるようになってきました。

11 回目になる「生ごみリサイクル交流集会 in 多摩」では、食品ロス削減の取り

組みについて、農水省から最新情報が聞けます。

プラスチックも生ごみも、リサイクルの前に、リデュース !! ですからね。

第11回　生ごみリサイクル交流集会in多摩 2019

食品ロス削減に向けて

6月 22日（土）13:30～ 16:30
国分寺労政会館　3 階第 3 会議室
       （中央線・西武線国分寺駅南口徒歩 5 分）

【基調講演】　
『食品ロスの発生状況と削減の取り組み』

　　　農林水産省食料産業局食品産業環境対策室長　野島昌浩さん

『市民・事業者との協働で取り組む食品ロス削減』
　　　八王子市資源循環部ごみ減量対策課長　坂野優一さん

 『日本での食料支援と課題』
　　　NPO 法人 シェアマインド代表　松本靖子さん

 『今日からできる！簡単美味しいエコクッキング』
　　　野菜ソムリエプロ / 日野市エコクッキング講師　大原千絵美さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　＊チラシを同封しています。

ごみっと・SUN 購読キャンペーン !!

　15p の注目資料をご覧になりましたか？
全国的にみても多摩地域はごみ減量のトッ
プランナーです。これまでの取り組みの積
み重ねでここまで来ました。
　20 年間コツコツと活動してきたごみかん
とその会員さん。市民も行政も共にレベル
アップしてきた成果ではないでしょうか？

（自画自賛 (^m^)）
　そこで！  会員の皆さんの身近に、ごみ
に関心を持つ方がいらしたら、ごみっと・
SUN の購読をお勧めくださいませんか？
　特に新人議員さんは、ごみっと・SUN を
購読して、ごみに強くなってほしいですね。
ごみっと・SUN の見本紙をお送りしますの
で、どうぞご請求ください。
　

＊年間 6 回発行　個人 3 千円、団体 6 千円（5 部送付）


